
目的

本学学生の学生生活に対する満足度、学生

の知識・能力の変化、教育に対する満足度を

調査することにより、教育内容や短期大学ス

タッフの在り方を見直し、今後の教育活動や

業務活動の改善及び充実を図る一助とする。



調査方法

デザイン 量的調査

対 象 本学全学生

調査期間 平成30年12月17日～平成31年1月23日

回収状況
対象在学生507名 回収数450

回収率 88.3% 、有効回答数 448

質問紙 無記名自記式質問紙

調査方法
各クラスにて教職員が調査の目的を説明して
配布し、記入が終了したのち回収を行った。

分析方法 単純集計



短期大学スタッフの対応およびサポートに
関する満足度
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休講などの連絡が学生にわかりやすく情報提供されている（2.8）

こころの健康について相談できる環境がある（学校全体）（3.0）

からだの健康について相談できる環境がある（学校全体）（3.0）

学生生活について相談できる体制が整っている（3.1）

履修登録や単位取得について相談できる体制が整っている（3.2）

進路・就職サポート体制について全般的に満足している（3.2）

奨学金制度などの経済的なサポート体制が整っている（3.3）

生涯学習センターの職員の対応に満足している（3.4）

財務・庶務課の職員の対応に満足している（3.4）

広報課の職員の対応に満足している（3.4）

教務課の職員の対応に満足している（3.4）

学生課の職員の対応に満足している（3.4）

図書館員の対応に満足している（3.5）

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない (空白)

N=448



教育施設・設備についての満足度
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教室の空調（冷暖房）の効きは十分である（2.6）

図書館をよく利用している（2.4）

自習スペースは学生数に対して十分である（2.5）

講義室の設備が整っている（2.9）

体育館は充実している（2.7）

パソコン教室の利用時間は適切である（2.8）

講義室,実習室等の教育施設について全般的に満足している（3.1）

学内の施設の利用時間は適切である（3.1）

グラウンドは充実している（2.8）

実習室の設備が整っている（3.3）

図書館の学習環境に満足している（2.9）

図書館の蔵書の冊数は十分である（3.1）

図書館の開館日・開館時間は適切である（3.0）

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない (空白) 利用していない

N=448



学生生活についての満足度
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駐車場は利用しやすい（1.9）

売店は充実している（2.6）

キャンパスにはくつろげる空間がある（3.0）

クラブ・同好会活動などの活動のための施設は充実

している（2.7）

食堂のメニューは充実している（2.8）

食堂の設備は充実している（2.6）

キャンパス内の美化が行き届いている（3.2）

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない (空白) 利用していない

N=448



入学した時点と比べた知識や能力の変化
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リーダーシップの能力が向上した（2.7）

プレゼンテーションの能力が向上した（2.8）

分析や問題解決能力が向上した（3.0）

本や資料などを読み解く力が付いた（3.0）

コンピュータなどの情報機器を使う力が向上した（3.1）

挑戦する力が増えた（3.1）

一般的な教養が増えた（3.2）

文章（レポートなど）を書く力が付いた（3.2）

計画性・スケジュール管理能力が向上した（3.2）

理論的に考える能力が向上した（3.2）

キャリア意識（職業観）が高まった（3.2）

コミュニケーションの能力が向上した（3.2）

地域や社会に貢献する意識が高くなった（3.2）

他の人と協力する力が向上した（3.4）

専門分野や学科の知識が増えた（3.6）

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない (空白)

N=448



学年別の点数比較（知識や能力の変化）
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1
年

3.24 3.58 3.21 2.65 3.43 3.18 3.16 2.92 2.94 3.21 2.71 3.07 3.06 3.19 3.25

2
年

3.11 3.49 3.10 2.70 3.34 3.15 3.04 2.89 2.92 3.16 2.88 3.02 3.02 3.06 3.08

3
年

3.51 3.93 3.76 3.24 3.78 3.62 3.73 3.53 3.47 3.56 3.24 3.49 3.42 3.60 3.62



教育活動への満足度 N=448
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クラブや同好会活動（3.1）

基礎教養科目の授業（3.2）

勉強や学習に関する支援やアドバイス（3.2）

資格取得や就職に関する支援やアドバイス（3.2）

将来のキャリアと授業内容の関係性（3.3）

専門科目の授業（3.4）

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない (空白)



平成30年度 学生生活（全般）への満足度

N=448
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（昨年3.0）

76.6％の学生が満足と回答（3.0）
（昨年76.8%）



平成30年度 学生生活（全般）への満足度（学科別）
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助産学専攻（7）

地域看護学専攻（10）

養護教育専攻（7）

看護学科（139）

幼児教育学科（92）

食物栄養専攻（61）

生活福祉専攻（64）

家政専攻（51）



平日の勉強時間（学科専攻別平均）

1年 2年 3年

家政専攻(53) 1時間10分 48分

生活福祉専攻(64) 49分 49分

食物栄養専攻(64) 1時間23分 1時間32分

幼児教育学科(94) 32分 50分

看護学科(142) 2時間10分 1時間49分 4時間7分

養護教育専攻(7) 0分 1時間10分

地域看護学専攻(11) 1時間19分

助産学専攻(7) 2時間30分



休日の勉強時間（学科専攻別平均）

1年 2年 3年

家政専攻(53) 1時間38分 34分

生活福祉専攻(64) 1時間17分 1時間11分

食物栄養専攻(64) 2時間9分 1時間50分

幼児教育学科(94) 37分 1時間

看護学科(142) 3時間8分 3時間21分 6時間

養護教育専攻(7) 15分 1時間10分

地域看護学専攻(11) 1時間44分

助産学専攻(7) 3時間52分



自由記述

• 冷暖房の改善、特に暖房について

• 駐車場の改善・南門の改善

• 食堂のメニューや食数の不足

• 図書館の開館時間拡大等

• 勉強するスペースの不足

• Wi-fiの増設

• 電子レンジ・電気ポットが欲しい

• トイレを洋式にしてほしい



からだの健康について相談できる環境がある
こころの健康について相談できる環境がある

• 相談場所がわからない

• 誰に相談したらよいのかわからない

• 情報がない、頼みにくい

• 本気で話す気になれない

• 話そうと思えない

• 保健室の先生に相談できる

• 先生が話しやすい、親しみやすい

• 健康センターがあるから



どんな空間があったら
くつろぐことができるか

• 個室スペース、完全個室、自習室、区切
られている空間

• 静かな空間

• カフェ、コーヒーお茶が飲めるスペース

• ソファ、ロビーの椅子の増設

• コンビニ



まとめ

• 毎年施設設備の充実に関しては改善策を講
じても要望数が多いためさらなる対策を講じ
る必要がある。

• キャンパス内でくつろげる場所として学生は
ゆったりできて、1人になれるに空間を望んで
いる。

• 学生生活への満足度は昨年と変化がなかっ
たが、今後満足度を向上させるような取り組
みが検討が望まれる。


